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オーガナイザー
　日向須美子（北里大東医研）
　合田幸広（国立衛研）

　ウイルス性感染症の初期治療に用い
られる漢方薬（麻黄湯、葛根湯など）
に配合される麻黄は、エフェドリンア
ルカロイドを含有するため、副作用
（興奮、動悸、血圧上昇、排尿困難、
不眠等）を惹起する。そこで、麻黄か
らエフェドリンアルカロイドを除去し
たエキスＥＦＥ（Ephedrine alkaloids-
free Ephedra Herb extract）を開発し
た（特許第6781881号）。さらに、ＥＦ
Ｅの活性成分が新型コロナウイルスの

スパイク蛋白質に結合し、宿主細胞へ
の感染を阻害することが分かり、感
染初期の新型コロナウイルス感染症
（C O V I D -19）患者の治療薬として有
用であることが示唆された。
　本シンポジウムでは、C O V I D -19治
療薬を目指したＥＦＥ治験薬の開発と
医師主導治験（本紙１月12日付）の中
間報告をもとに、新規天然物医薬品の
開発における課題の克服と、感染リス
クを抑えるための分散型臨床治験（Ｄ
ＣＴ）について議論したい。なお、本
研究はＡＭＥＤ「新興・再興感染症に
対する革新的医薬品等開発推進研究事
業」による。　　　　（日向須美子）

感染初期のCOVID-19患者の重症化を
防止するための新規生薬エキス製剤

の開発と課題

オーガナイザー
　平井剛（九大院薬）
　大和田智彦（東大院薬）
　林良雄（東薬大薬）
　
　モダリティーの多様化が推進される
中で、低分子有機化合物や天然有機化
合物が重要な分子群であることが再認
識されている。一方で、新規化学反応
の開発による低分子化合物のケミカル
スペース拡張が進んでいる。
　このような現状を積極的に生かし、
既存の枠にとどまらない次世代の低 ‐
中分子医薬品創製に向けた研究を啓発
することを目論み、化学系薬学部会と
医薬化学部会が協力し、最先端の有機

化学を中心とする薬学研究を一堂に会
する国際的な場として、本シンポジウ
ムを企画した。最先端有機合成化学と
最先端創薬化学の接点にフォーカス
し、大宮寛久教授（金沢大学）、市川
聡教授（北海道大学）、鈴木孝禎教授（大
阪大学）、王子田彰夫教授（九州大学）
計４人の日本人講演者による国際シン
ポジウムを開催する。
　なお本年会では、同分野の海外研究
者として、Hergenrother教授（University 
of Illinois Champaign-Urbana）とTomislav 
Rovis教授（Columbia University）の講
演会が開催される。併せてご参加いた
だくことをお薦めしたい。

（平井剛）

国際交流シンポジウム
Synthetic Medicinal Chemistryの最先端

化学系薬学部会・医薬化学部会合同シンポジウム
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